
デジタル革命という潮流の中で、人間に近い会話を行い、迅速に回答や画像等を生成する生成系AIの存在は、日々

社会に大きな変化をもたらしています。圧倒的に利用価値があるとして、ビジネスの分野では生産性の向上などを期

待して前向きな対応がはじまっています。

他方、真理の探究を標榜する大学では、エビデンスを用いて批判的に思考し、合理的な判断の中で問題発見・課題

解決を考え出す学びや、独創的かつインパクトのあるモノつくりなどを目指す教育において、生成系AIをどのように

受け止めていけばいいのか、各大学での対応が検討されています。

文部科学省における教学面の取扱いなどを参考に、学生がAI社会の中で主体的に活動していけるよう、生成系AIを

使いこなすための授業の在り方、情報源の信憑性や著作権侵害などを点検するAIリテラシー教育への対応、成績評価

の在り方など、大学教育に大きな変革が迫られていることの重大さを振り返る機会としました。

「大学・高専における生成AIの教学面の取扱いについて(周知)」
の経緯と取扱いの観点
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生成系AIへの対応

※文部科学省高等教育局専門教育課の許可をいただき、
「大学・高専における生成ＡＩの教学面の取扱いについて(周知)」および「(概要）参考資料２」を転載し紹介します。

詳細は下記のサイトを参照ください。
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000245316.pdf

文部科学省
高等教育局専門教育課
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